
甲　　　蟹　縣　學　雑　誌

第十二巻　　凸第三號

昭矛口　卜六　年三三　月

［蚕⊂『m”iEr］

桑葉上に發生するCladosporium菌の一種に就て

今村良郷

Yoshisato IMAMURA:- One speeies of Cladosporium 

found on the mulbeery leaves.
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Cl・d・・P・・iUI囑の一禰！螢i類が桑難融して、縮認超し煽曙都鞠噛、2轄

月・愛騰禰城郡剛張したる際畷兇し・麹履此蠣の分根也域、融状徽巌欝
桑漿嘆鵬蹴き融滋めf・61・・縣下締め桑園艘く錦し謀の被渤程麟麟
なるを知り得たれば、戴に其の調査の一端を公表し漿界の滲考に供せんSするものな⑫。

本稿騨ずるに渤て・脚il雌鰍榔粧の御懇蹴る衛旨導徽勘駒焔S、，蜘

縮業識撮細蔽・贈職搬高瀬酵購の鰯観側鱒ε閾し灘願翻
意臓揺洪に・鈴糠氏・樹察舐、縞齢郎購の繊助鵬紛輪。

　　　　　　　　　　　　　　1・被、、審　　朕　、況　　・　　　　／t魔　　　　ξ

繍嘩生は概して乾燥地翻こ多く粛繍潤にして1輔舞幽沙き傾蘭り．購繍

眼蝋鵬蹴馳鱗8騨下胴肚輌叫てN　・tk嚇鵬様砂く繍醜　 蒙

額乾膳欝騰じ嬢蟹・慰各種の狸礫蘇ある纐蹴醐査け・絨灘灘
んo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　「　　　　　　　　　　　灘

　　（a）　嚢生ご時期蛇に氣候さの關係

繭の鮮せる嗣1を昭和13－1蠣・融したるに次のaPlし。

叢一矧・・i・・虫・・一・・一坤一陣

（備考）一鍛耀めず＋働瑠む、・＋聡む・・＋＋多鞭馳認む柵珂禺猴罐む

　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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　年柄に依りて獲生の胆1拳期を多少異にし、昭和13年に於ては8月下旬に至り僅かに認め、其の

後盛に登生し9月下旬に最盛期に蓬せり。同14年に於ては7月中に既に樋めて少数ながら其の

装生を認め、其の後獲生盛んS成り8月下旬には猫撒を極めたり。禽昭和13～14年に於ける此

の時期の氣剣愚を比較する1畝の表の如く、糊113｛附降雨量比較的多く・同1岬こ於ては

降雨量少く、氣澱高く、且つ塞氣乾燥せるを兇る。
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麓：二購騨騨1翠：：罵

　　　　（b）　桑儲種巴の關係

　　　桑の腫に依る被害の簾洲不　12～13・附騨町1・於て・B㈹14鰍繊1［町に於下調勲

　　行ひたる結果は次の鮒し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　騨｛欝1購集羅難二繋誰病’騨一　　　　　　　　’

　　　布袋聖｛灘購慧臨1憲ご鼓蹴1徽1灘繍とう還麟繍
　　　’　　　　　　　“　　金子、骨樂桑、伊那桑、カタネオ、轡木市半、魯八、櫓國野桑

｝　1上蓑に兇るが如く栽培場所に依りて正皮謝の成繊を示すものありて、一窟しだる傾向を有せ

趣　　ず、師ち岩灘町にて磯生多津改良鼠返、魯八も布袋町に於ては獲生するこミ少くi爾大葉早座

　　齢醐にては蜘銀せざる・魎なるも・畷町に於ては多灘晶種に彫るがfli・1く謙蹟，

　　繍識りて繍的の差異あるものに6らず識醐腿ぴ融の輔に働て被害の膿膿
　　幡繊るil，のに℃、褒病ミ桑晶種εの間には縄蜀的の關係なきものの如し。　　　　，tt

　　　　（C・）葉位εの關係　　　　　　　　　　・　　　・

　　i岩津町及び布袋町に於て見本桑園に栽植せる多くの品種に就き、葉位による褒病關係を調査

　　　磁渡るに数の如し。　　　　・
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改　良　鼠　返
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　調査の年に依りて装生の簗位にi塗異ある博難もs大髄3～4漿阿より獲坐して20遭圏に翌る

もの最も多く、稀には2～40艇にまで罹病するものさへありa各隔種共に生長鮎にi近渉轍黛に

は獲生せず、普通稚慧用薬εして使用せらるる部位の桑漿に獲病するこミ蝦も多く、既に老熟　t”

せる葉には復褒病するこミ槻めて稀なり。　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　L　　　z

　　（d）樹齢εの關係

植鞭1蝋欄を縄したる駐林糊ε囎」1岬醐儲行ひたる・臆鋤剰灘に鰍・，灘

撒臆騨て臓騰行幅に次の如し・・　　　　　　…ll

1　撫　 種　　名

　　　　遽1州　嵩励

　　　　赤　木　市，ZF

　　　　大葉早生
　　　　魯　　　　桑

　　　　魯　　　　八

　　　　改良　鼠返

　　　　収　　穫　　一

t　　　寓　榮　桑

　　　　八　　ツ　　房

　　老　　　樹
　－－w－　　　　　へ
爽病葉1立　　　獲痢羅度t．t

4～17爵　　　　　→・・ト

5－24　　　　　・i・＋”

9－．－26　　　　 ＋＋1 {

4～20　　　　　　÷＋

5～19　　　　　　十

ユ2～23　　　　　　十

．3～21　　　　　＋＋

6－23　　　　　　＋＋

　　砦　　　樹1　　　，　“I

　v・・－－り＿酸病葉位　　　濃病糧麿　　　　1騰

，～τr　7｝　鱗

1：；；1‡、灘
9－－13　　　土　’　1蕪

9～14　　　　　　士
　　　　　　　　　　　　　　，”t’
13～26　　　　　　十

8～工6　　　　　十　　　　　 1「 @’

9～19．，　　　　　十

4～18　　　　　　　＋＋＋　　　　　　　　　　　7～ユ7　　，　　　　　イ・＋

　　上衷に観るが如く特品種共巻樹は潜樹に」：ヒして獲痛するこε多く、特に樹齢に依り畿病に憂　　　・　／ttt　・／

　化大なる「は大葉早生、八ツ房及び魯桑にして差異少なきは改良鼠返なり。若樹に複生病多きは誉

　八ジ房にして魯桑、魯八等は之に反す。、　　　　　　　　　　　　　1　　　　　，

　　　（e）・仕立法ミの關係　　　・，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　1，

　・’1 E根刈及び申苅に仕立たる樹齢同程度の2～3の品種に就蟄繭査したるに。　　　　　　　　　贋
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iPu　　租　　名

赤　木　市　軍

魯　　　　　桑

改　良　鼠　返

　　　根刈仙立

濃荊藥i位　　　　　i獲蒲程慶

5t・v　24　　　　　　　回

4～20　　　　　　　i→

12－》23　　　　　　　十

　　　中　刈仕　立

　－・Whロ獲病葉位　　　　　獲蒲程度

4～25　　　　　　　同←

4　一“　20　　　　　　　　　←トト

1工　～　26　　　　　　　　　　il　　　馬

　　上に槻るが姐く3晶種共に多少の差あるも、中刈仕立に仕立たる桑樹に獲病するこε概して

　多し。

　　　（f）　植付距離ミの關係

　　栽殖の距離（畔間）を異にしたる根測及び中刈仕立の桑園に就爵調査したるに次表の如し。（桑　　・

、艦種改良鼠返）

仕　　立　　法

　　　　根　刈　仕　立
ノ　

灘・　　　巾　刈　仕　立

灘

！，差を認む。
解

fit

　ll蛙間6尺×株問3尺

　　－－－・－獲痢葉1立　　　　澱蒲程慶

12～23　　　　　　　十

11～24　　　　　　　H

　1凹．間8尺×オ恥聞3尺
　　　　　　　　　　　　　　　　りL

塑荊葉位　　　　　濃病糧慶

工2　～　25　　　　　　　　　　ト1・

10～28　　　　　　　11・

中測仕立に於ては畦聞の廣独により獲病に及ぼす影響小なるも、根刈仕立にありては多少の

灘　　　　　　 ∬・分霜の朕況
撫蘇齢曖騰下に媚可に分倣るや蹴き、・脚昨9肚雛嗣㈱騨肋副1醐
”　獲しだるに次の如き成績を得たり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

，欝」 @　　　調　査　揚　所　　　　　　　　　　　調査桑晶種（×印を附するは本菌の灘生融認めざるもの）

麟難欄布袋町（醒業試験揚桑圃）　　改良駆・赤柿mp

灘　　同郡岩倉町大字東市揚　　　　　　魯桑
灘I　t・・t

／灘　　　東轟臼藻郡小牧町小牧　　　　　　　　　　　　改良鼠逼、赤木市z臥魯桑
懸灘　・‘

辮灘　勲勲ヨ禰晒灘村大字西之保　　　　　　　改良鼠抵・魯桑

難灘鷲尾欝慧鮒　　雛⊃鱗・一・－
t・ll：．，t，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

欝1同獺地村艀醤　　　　膿一
聯灘鵜和村大字江原　　　　　　簾一・×燦早生　　　　　　　　　rl

難灘灘蘇糊・・　　　　憾糟八、・蝶羅
灘麟献囎　　　、　甑煉羅
難難雛　孫麟訪穴宇朋級　　　　　　　　　・　　　　魯八、魯桑、大葉早生

　　　tt：th

　　灘纐鵜灘駄鵜国　　　　魯桑、魯入」犠一
　　雛欝圓榔圃畦欝桑厚　　　　　　　　魯八・大葉早生・ll犠一・改良鵬区　焔
　　ぱ　’
　　あ　　　　　　　　　　　　’

　　灘働購曝磯蝉梅獅　　　、餐桑激鵡渇　　　　　　　　l
i撫灘繍翻榊部　　・ta良駆・糠早生

　　「＼灘
　　th　　　　セ　　　　
　，　　に’げ　’　　

灘灘騰鐙「s　▽　　　　、　，
　・　謹　　　鞭　　　　a　　　・／－t4’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、’／　　　　　・　「　　　　　　　襲
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　　　　　　1司　　　　涌に猿投羅寸大字力rl宗丙　　　　　　，　　　　　　　　　　魯桑、　×穴葉皐～k

　　　　　　東力磯郡松z洋村大字軍籔　　　　　　　　　　大葉早生、鵠桑

　　1　、　・同　　郡同　村大掌九久聯　　　　　　　　　　大葉早生、魯桑、×和助十文掌

　　　　　　鰍咽陳期軟字和舎　　　　　火葉早嵐×和助＋丈掌　　　　1．　　ト
　　　　　　同　郡日遜村大字赤池　　　　　　　　　　　　魯八、魯桑

　　　　　　同　郡鳴海町大掌1鳴海　　　　　　　　　　　　魯築、×和助十文字

　　　　　　知多郡武翌町大字武燈　　　　　　　　　　　魯ノk、×大葉早∠髭

　　　　　　同　郡小鈴谷村穴学大谷　　　　　　　　　　改良鳳返、x大葉早盈

　　　　　　同　郡大府町大字火麿　　　　　　　　　　　魯桑、魯八

　　　　　　碧海瓢安蛾町穴掌今村　　　　L　　　　　　魯桑、×改良鼠瓶

　　　　　　岡　鄭大濱町火掌天ヨ1　　　　、　　　　　　　魯桑、×大葉早康

　　　　　　岡　郡上郷村大字上野　　　隔　・　　　　　讐蟻、秘八、穴藁早蹴

．　　’　額田澗体宿村大字本宿　　　　　　　　　改畏鼠返、魯八，魯薬、×大葉馳k

　　　　　　圃　郡川合村大字秦梨　　　　　　　　　　大薬皐蕊、改良鼠輝　　　　　　　　　　　　層、

　　　　　　岡郡下劇款輔侭　　　　　　改麟1懸、大彙早無八ツ臥魯八、遠州matPJ・

　　　　　　岡　郡同　村大字蘭　　　　　　　　　　　　　改斑鳳返、火葉早生、八ツ房、魯八

　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　　　岡　郡形埜村大掌櫻形　　　　　　　　　　　改良鼠返、八ツ房、魯八

　　　　　　同　郡岩潔町大子駒立　　　　「　　　　　　　改良鼠砥、火葉早生

　　　　　　西蜘茂郡鵬像町火掌宮に1　　　　　　　　　改良鼠遽、魯八、魯桑、牧穫一・

　　　　　　岡　　郡黛矧寸火掌罵静　　　　　　　　　　魯八、魯桑、牧穫一

　　　　　　同　鄭硝村大宇力石．、．　　　改良蹴、牧膨　　　 1

　　　　　
　　　1．．　　側1　郡藤岡村火宇飯野　　　」　　　　　　魯桑、×大葉早ぬ
　　ヒ1　．ド1　　　　　，　　　　　　　　　　．°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e

　　　　　　東鋤戎邪足助町大字足助　　　・　　　　　　　魯桑、牧麓一、魯八、×和助十交宇

　　　　　　同　郡盛剛蝉購　　 ・　’膿へ八ツ鳳脊木市凧×eCSe鼠魑

．　1　岡郡下岬大獣沼，・，　娘鼠返・』×糊杖掌・×八甥、択淋榔
　　　　　　費飯郡豊川町（獺業試瞼掲豊川皮楊桑園）’　×敗良鼠返、×一一Lノ瀬、X魯桑、　X魯八、　X牧麓“「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×遽州高助　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　岡　郡小坂井町　　L　　　　、　　・　　魯八、敗良鼠返、×魯桑、X大葉早生　　　　　、　’、

　　　　　　同　郡國府町　　　　　，　　　　　　　　改良鼠返、収穫一一

　　　　　　伺　郡御津町大字下佐脇　　　　・　　　　　収穫一、魯桑、和助十丈宇　　　　　　　　　　　　t　、／

　　　　”1塾播市大字高師　　　、㌃　　　　　　　　牧穫・一、×遽州高助

　　　　　・澱契郡野剛款掌仁崎　L　　　　「　鐘州高助、改良鼠颯x大葉皐生　　　　　’．，”

　　　　　　騰辮糠田飲字大久保　　　　　　「　魯桑，収穫一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h、，tt魔轍励調聯恥全く糟の融・勲認めざ磯肢鋤鞭に於輔醜
　　　　て・他の蜥に撫鰺鋤差こ⑳れギ何れ蝶嬢蜘鋤調豊川地力醜醐遊鋤・

　　繕勲町燃移齢盤を勧父陶郡内の國脚・御醐に於ては調盤樋に輔の灘

　　　t’t　　　　　葺　．．’・・，　、，、　　｝　　　藩　　．・・　　「　　　　　　・i
騨渉、．「．翌「　戦i，　、「撫、「．’．　、「11饗　　　　、　、，℃tt・　．羅．灘



f24　　　　，　　　　　　　戴　　　懸　　　學　　　菊甦　　訟　　　　　　　　　　〔第＋二岱

貼病徴虻に病原菌
　本病の嚢生は前述するが如く、8、9月の頃にて氣淵高くして比較的降雨少くb乾燥の氣候が

襲來する時に於て桑葉の裏面にスリツプス若くはヨaバイ等の害鍛の幼描が獲生する頃に成る

ざ、桑焚の上面1土於て葉版に近く灰禍磁の小さき汚顯を搬丞kし、漸訳その輪瑛llを搬大するε共

に色彩も多少濃厚εなる。最訪の色彩淡きものは本菌の菌綜にして色彩濃厚εなれるは胞子を

生じたるによるQ該汚錨は盆々其の而積を櫓大し、遽には桑葉の垂面を被ふ襟になり、桑蘂は

之が爲めに固有の線色を失ひ、暗灰褐隙を呈して光澤を欲くE斯の如き．は寄孟1三最も甚だしきも

のなるが、輕i微なるは葉底部のみ噌灰褐色を呈するを常εす。

　桑圓に本菌の繁殖甚だしきll寺は、桑漿より爾露に依つて落下する雫は胞子を多撒に含むが爲

に胞子ε同色を呈す。爾雨天Mは早朝に於て露ある時白色の衣服にて桑園内に立ら入れば、衣

服は此の胞子を含有する雫の爲1こ噌編色に染まるこミあり。

第　　　1　　圃

菌　　　縣　　　　　　’

認

”　　　　　　　　　　　　9，｝；一　　　　一　　　　e　i繍　晩

菌　　懸

、　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　幡　　　　 2，1－2，9－4・2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職

弓

Illl．　海ホ菌の菌綜は暗褐色を呈し、太さ2．1～2・9・‘v4L．21tにして節膜を有す。（第1圖）又菌綜の所々

難窺糊駄せる厚ww田訂艦のもの姓ず・（第蜘）齢には1構器も吸牧器楠せず、糠葉の

灘織表面を縦横に走るのみなり。菌綜より生ずる搬子梗は比較的翼直に生長し、（第2圖）長さ　r）S．O

灘懸蜘8－24螂幅3．5－5，・～＆・μにて鍛2一捌・馳軋て、3－・・の細胞よりなる．y

難。i籍に・は2～3に分岐するものあり。（第2圖）莫の上部に細胞敷1～Xstw2箇より成れる短桿状を’

瑚議「i11’　・　　　　　　　　　　s



　　　　遭。°恥㌦⑪　篇鰍1鷹・
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　　　　第　2　圖

　　　溜lx
　　　－・　一櫓・　圖論
tl　　　　　　　　　一　子
　　　　　　　　　　　　櫓子拠
　　　　　’　　　　硬
　　　　　　　　　　　　畳　 55．O－100．8－240　，O

　　　　　　　　　　　　劇醍　　　　　3，5－5，1－8．0

　　　　　　　’　　　　　　　　　　
Itt」

A「

　　　　第3曲　。

　　　　　　　　　　岐　　　圖親　1　・　　　　　〃
　　、、の　　　　　　　　　　　　　胞　　　　　分岐細胞　　　　　　　　　羅1

　　　ρ　　　長’　7’5－一一12，1－：－23，°堀

　　　　⑪　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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今本菌ざ類似の病徴を生ずる他の病害につき、菌の形態を比較すれば次の如し。

櫓　　子　　梗、

CladOSporium　　　碧キハ直立シ、老
epipliyllnnユ　　　　　タルノ、イ頃余ミト又ノ、分

（pers）Mart。　　1岐スルモノアガ

Clnd◎sp
herbatt・u

（pvs）L
粍

Clado8porium　　　　短4、　uaシテ直立シ
carpophilnm　　　“宜力昌分【1丈スノtロ
T11資τnen。　　　　　　　　　　1rア　リ

C工adosporiUm　　　　60－一工60×4－6抽翠

Coloeasiae　　　　　　生又ノ、束∠ヒシ3－6

S8W，　　　　箇ノ節膜アリ

HormodandrUTn
cユadospori’oides　　　lOO－4GO×3－4μ
（Fres）Saee．

難嘘鵠四．費2器繍

　　　　　　　33・－48，4－56×3
ClaStero臼porium　　　 －4．2－6Sb軍生叉
Mori，　Syd，　　　　　　　ノ、2－7本束‘巨スノし

　・　　　　　　　　コトアリ

分　岐　鵜　胞

工一3節アリ　6－・－

15×5μ

㍉分　　逝三　子 野　　　　コ三

難麟講謹撒舞

10－15×4－i・71k形

態大小種々火ナル
ハエー3節腱アリ

20×r）P’楕偵1形晶テ
s’i「切包又ハ：二∬包”　リ

ナノt・

12－｝18×8μ縁費［醐汀多

又ハ紡錨形箔シテ
　；ma胞ヨリナル

3－7×2　一一・　4　ll卵形

ヲナス

■

雛髪〆塑鷲
46－55－64×3。3－・
4・4－5・5Y’（i　en）

25－30－37×4－
5・6－6μ（櫓子梗）

峰療、粘枝、枯粟、

典他一般鋤植物質
昌濃祖ス

挑、華、脊、櫻桃、

届桃、撫等ノ果蜜
轟螢’kス　　　　　　　　、

照　　　芋

松、にれ、かしは
齢ノ液材巖轡2kシ
熱鯉セシム

桑

薬　　　、・　　’

｝　　酒口ち本菌は以上の何れの菌εも一致せざるが如きも、搬子梗、胞子等⑳形態より推して、、

　　αaaQsporiU瓢鯛の菌なるは確i蜜なり。

　　　　、　　　　　　　　IV・被警桑葉の葉質
　　　、i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画

　　　霧菌にぶる被害桑葉は、・葉質上如何なる影響を藻るかを知らんSしてN赤木市寧、大漿早
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盤．哉良鼠返、：魯桑、魯八の各贔種に就き氷分、強鞍性、面積重、細胞液濃渡等の葉質に闘す

　　疹調査事項を各々審鑑著しき枝條ミ然らざる枝條（肉眼的に審生無きざ認めたるもの）εに就き

　　認蘂櫨別に各々十撒本の披條に就て調査を行ひたるに、訊の如き成績を得たり。

　　　　㊧）水分調査　　　　　’
　　　調嚢は碧通の水分蟄調査方法を用ひて、岱晶種Sも10枝條に就き施行し、之が挙均値を以て

　　添毯＠　蓬漿位％）　　　　・　　　　　　　　　　　　’

隻難欝灘
　　　舞難
霧

1　　鐵3纏襲

　　　策　4葉

撃　　欝藩5葉1
　宴　　　　　　　・

赤木市卒
健　　　病
條・　　傑

77．0　　　77．2

76，3　　75．8・

’75，4　　　74、9

大葉早thI

健　　　病
條　　　傑

77．8　　　77．6’

77，2　　　　76，8

76．8　　　76，7

改良鼠返　　詞魯　　桑

健　　　病　　　健　　　病
俊　　　傑＿＿＿健　　　條

78．0　　　78，2　　　78，8　　　78．6

77．1　　　　76，8　　　　78，1　　　　77．8

76・3　76・4　76・8ノ箆』

魯　　　八

健　　・病

猿一
79・0　　　、ク9・3

77、8　　　78．唖

76．4　　　76，31，

　　　　　　F　　　号

　　　　　　　　　　　　　　　　ギ
．．．＝・ ﾕ墾＿II膣墾　一繕　　懇・r　　I－・　／t
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第　6葉

第　7薬

第　8嚇葉

第　9葉

第　10葉

策11溝

第12聴
第　13；鰻

渡蒲部位以
下ノ年均領

E
「　74．7　　　73．8

72，1　　　71。4

71，8　　　70，1

70，7　　　70．0

70，1　　　69．3

68，7　　　67．8

68，2　　　65．3

66．3　　　66．0

71，0　　　69，8

75．9　　　75。4

74，5　　　73，8

74，2　　　72。7

72．8　　　72．4

71．1　　71。6

70．9　　　69．8

70，0　　　68，3

69．7　　　　68，3

　　　－
71，9　　　フ1，0

75，8　　　75，8

74．6　　　73，9

　　　醐隅
フ3．8　　　73り2

72．9　　　　72，4

72，0　　　7」，9

71．7　　　70．3

70．0　　　　69，4

68．2　　　68，4

71，8　　　7！．3

76．2　　　フ5，8

75，8　　　74．9

75。2　響　74，2

74．3　　　73。8

73。8　　　72，3

フ27　　72，1

71，8　　 70．8

70，8　　　70，6

74．2　　 73・，4

76，0　　　75，4

75．7　　　75レ0

74．9　　　74．3

73．ユ　　　ク2．6

72。4　　　72、3

　　　－
72，3　　　71．8

　　　－
70，8　　　70．1

70．2　　　　69，8　　　　　　・

73　，5　　731

（備蓼）鍵ノ和鰍欄したる｝よ瀦購り・肝の繊砿に剃。　　　　　一
　以上の如く病藁零健藥εの楚は顯著ならざるも、各胤覆共に健蝿の方多少水分職多ζ病葉に

少し。被審枝條に於ても其の簗位上方のものには疲鰹せずして腱條麿S殆さ養異なく、隣Sし

ては健藥より水分多就の効・而して鋤聯りて雛少鮎のは健病の辮㈹少なり。解
種に依りて被害の程度を異に1ハ磯網部以下の寧均水分を見るに、赤木市軍に於て健病の蕪異・

最も大にして、改良鼠返、櫛八に少し。

　　（b）　細胞液濃麿調鷹

桑簗の欄灘駿は　頁蓉蟹灘法輔ひ・聯ナトリウ・の0・02M・碗鱗輔す酪灘
度の液を作り、之れに桑葉の切片を浸漉し原形質分離の起るや否やを峨す。各lm種共に5枝傑

宛を選び、1漿に付き2箇所の表皮細胞に就き調査を行ひ之が軍均獄を示す。（馴伽｝。1）

R　品麺1赤木市・ド　燦早生　改良鼠asl魯　桑　魯　八
　　　　　　　　　　　　　　健　　　病

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．148　　0。王48　　　　　　　　　　　　　　　　　　0，148　　0．工48　　　　0。180　　0．180　　　　0邑188　　0，，186箪3葉
第　4葉

第　5漿

第　6葉

蜻　7葉

第　8葉

鱗　9葉

蕪lo葉

第n葉」

策12葉
第13i購
獲病部位以

下ノ耶均側

0，152　0、工52

0，158　　◎．162

　　　mu
O．T72　0，174

0，196　　◎．200

　　　tueuap－ma
O、2ξ）8’ C0．212

0，222　　0．226

　　　pmO．23Q　　Q．236

　　　pa
O．238　　0，240

　　　Ptmagww－
Q，242　　0．2く14

0，26弾　　0．264t

O．214　0．219

O．154　　◎．工54

0；156　　0。t66

O・1フ｛3　0ヶ18Dq

O，1ヲ6　0．198

0，212’O。216

　　　－0、226「 O．230

0．232　0．234

　　　－
O、240　　0，242

　　　　x
O，248、0．248

0．268　　0．272

　　　剛㎜
0，232　　0，249

　　，晦

，㊨，158　0．158

Oi！64　0，162

O，王74’0，174

0484　　0，！80
　　　aVt－Pt4－一”　　’

0．214　0．216

0。218　　0．226，

0，240　0。240

0．260　　0，262

　　　－
0、264　　◎，276

0，298　0．300

0，240　　0．243

O，188　　0．！96

0，2！2　0。214

　導　　　騨
O．222　　0価230

°2600－8
0．278　　0．2フ8

0，284　0。292

0、290　0。298

　　　－
O，298　　0。302

0．308　　0，312

0，344　　0，342

0．277　　0，28二

O．192　0，19姦

o・2°4鱗
o．226　　Q　穀3α

　　　ゑ
゜・244襲欝

O．272　q27Q

O．282　　0．284

　　　im
O。294　◎．298

　　　－
O．302　0り312

0，328　　Q．328

0，3§8・O噸3首O

　　　甥
o．27ウ　　o．？82

　　　　1　z

鶉

　上表の如く病漿は健葉に比して僅少なれ3も濃度慌ぐ。被害の程慶大なる部位に於で最窓焦

の蓮犬なり。陥種に依る影響の差異を装病部以下の軍均便に就て比較するに、大棄早封畿も難

1じて赤ボ市羅之に亜ぎh、魯八、改良鼠返、魯桑に小なり。　・

　　　　　　　　　　　　」
　　　　　　　　　　　互　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

　　（c）　強靱性調査

　本調査は川瀬博士の創案による桑葉張靭性測建器の孔樫15elnのものを使用し、各々5菓宛

に付き、1葉歎箇所宛の測定を行ひ之がZF均戒績を示せり。（軍位mm）

、趣

　　　第3葉

　　　第4葉
　　　第5葉
　　　鱗6葉
　　　節　7葉

　　　第8葉
　’　　鋸9葉

　　　第10葉

　　　第ユ1葉

　　　第12葉
　鞭
　　　策13葉
　　　畿病部位以
，；　　　　下ノ準均便
　戸1　∫　　’

赤木市軍

健　　　荊
條　　　條

大葉早～i｛

健　　　病
條　　　條

211．2　213．6　　　214，0　214．6

228．2　　228、4

231．4　　230．0

252，4　247，4

281，2　　278．6

289，8　283．2

303．0　　290，4

313，6　308．8

325，4　319，4

346。6　338，2

351．8　　348．6

299，5　　293，8

234．2　229、8

248．0’ Q49、6

268．4　270．6

297．2　295，4

307．6　298。2

310．8　3Q9．8

331，8　328、2

359，0　 356。8

372．4　　367、4

398．2　　389。4

339．6　　335。O

改良鰍返
’　健　　　病
　條　　　條

246，0　　247．2

261。4　　268．6

28i　4　274．2

289，6　　288，4

291．6　290、2

318，2　308，6

342．8　　330．8

367，8　　348，6

383．4　　372、4

389，2　381、8

398，8　　396，8

356．0　　34フ。0

魯　　桑

健　　　病
條　　　條

240，6　　243，4

261，6　　258，6

264．0　　274．2

290，8　　280．2

305。0　　298，3

335．8　　328．4

　　　pm
354．6　　34フ，2

a86．2　　378，8

412，0　39コ㌦2

434，4　　426，6

、452．6　448，6

359．5　　353，3

魯　　八

健　　痛層
傑　　　傑

245。6量244．4

260，8　　262。8

276．6　　275。4

29L2　287．4

337．6　316，2

358，2　　336，4

372，4　356。4

403．6　388．2

417，4　　398，2

420，8　　409。4

437．8　435．4

368，4　　355，9

　　　上表に見るが如く、病葉は健漿に比して張靱性の激値常に小なり。叉被害程腰の大なる部位

　暴「に於て奨の差異最も著し。爾品種によりて被害の影響最も大なるは魯八、改良鼠返にして，大

　　∴藁早生最も，J、なり。

　．4　　（d）面積婁調査　　　　　　　　　　　　 ．　　　　　　　　［

嚢鰹　　面積璽の測定には葉片を一々青色惑光紙に焼付け、プラニメーターを以て典の面積を箪出せ

1灘．「り’o成績は訳の如し。（軍位9r）　　　　　　　　　陶1

F　t’t　

赤オ～市ZISL° 大葉早生
健　　　病
俊　　　條

健　　　病
條　　　條

策　r第 3、4 葉葉 1，749

P，788

｛一 1，658

I，776

1喚

懸鰯轍　’　　　　　　1

1、815　　1，800

1，982　　1、938

2．013　1，986ト・

2．083　2．008

　　　野2、096　2．003

2．工08　2，038

2．工59　2，1C8

2。163　2．1491

2．199　2．200

2．080　2，026

1．834　　1．826

1．852　　1，868

1，B90　　1，886

2。005　　1、9星8

2．103　2、008

2ほ06　2。008

2．133　2．083

2，198　2。148

2。212　2477
　　　　2、092　2．033

改良鼠返

健　　病
條　　條

1．621　　1．654

1，780　　1，718

1・814　　1．846

1．898　　ヨ．902

1．941　1、913

2，034　　1、975

2．040　2．018

2，098　2。068

2．145　　2，093

　　　　2．213　・2，173

2230　2、203

2、100　2，G63

魯　　桑
健　　　病

條　　條

1．884　－

1，920　－

1．936　　1、906

2．OI5　　1．978

2、156　2，093

2．204　　2，124

2。261　2．168

2；258　　2．184

2．260　　2．183

　　　　2。278　　2。270

2，282　2．288

2．183　　2。144
、

魯　　八

健　　病
條　　　條

灘良・灘「　灘　　、　　　　　　・　　　　　　　　　　　　」

獅，t、　1　　　　’　　　　　　・　　｝

1，844　＿

！．900　－

1．907　　ユ，872

2．CO4　1．963

2．088　2，004

2．187　2・109

「2．217　2，ユ34

2．242　2，152　　　 ．

2．277　2．！83

2．262　　2，248、

　　　－　　　　　　　ら
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　上表の如く面積重の差異は大ならざるも、病葉は健聴に比して常に多少劣り、各晶種間に於

ける差異は著しからざれさ、大葉早塩赤木市ZF’，魯八に梢々大にして改良鼠返、鶴桑に小な

り。

　　　　　　　　　　　　　　　　v・総　　　i悟

　以上調査したる1麸に依れば、本菌はClad（）Sporium厨の菌類なる二ざ礒i寛なるも種名は謙か

ならず。種名の同蹴は他日に譲るこざSし、今本菌の褒唇三状況蚊に桑漿の棄質に及ぼす影響等

に就き調査の範圃内に於て之を要約すれば次の如し。

ユ．　本菌の分布は殆さ愛知全縣下に瓦り、罫零の獲ξヒ暗期は氣候によりて攣化あるも、大騰に於

　て8月沖下旬より9月下旬の頃までに及ぶ。

2．　桑品種による罹病状況は年に依り、3ζ栽培地の氣候、風【hlこ依りて差異あるものの如く．，、

　特に耐病性品種の存在を見ず。

3，　漿位に依りて嚢病上i霊異ありて、緻粟及び監熟礎には饗巫する螂なく、通例4～5藥嗣よ

　り10～20葉iに至る間に獲病す。　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

4。樹齢に依りては若樹に嚢雄少く、老樹に渡生多きが如し。

5，　桑樹の孟ヒ立法に關しては根刈仕立に少く、申刈仕立に多き傾向あり。

6．　桑國の栽楠距離S嚢病芝の關係は箸しき・蕪異を認めざるも、廣植に多く、荻醸に少噛が姻

　し。

7・本菌の割三鍋桑姻烙品糠も水分・醐腿ぴ面灘の何溜こ於て鰯醐蠣灘批、
　して数値小なるを常εし、細胞液濃度は之に反し病葉に於て高し、即ち病蘂は健蘂ε其の漿

　質上差異あるを見るo

　　　　　　　　　　　　　　　　（於愛知縣戴藁試験揚）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　襟
　　　　　　　　　　　　　　　　憂理　昭和ユ5薙12月20日　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　羨

興　　　　　　　　　　　，
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